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　従来，鉄道土留めにおける健全度診断は目視が主体であ

り，定量的な診断法は確立していないのが実情であった。

そこで，土留めの安定性に係わる健全度を定量的に評価す

既設土留めの健全度診断
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図　小型起振器を用いた土留めの健全度診断
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重量：15kg
入力振動数：3Hz～200Hz

動数の入力が困難になるなどの課題が判明したため，可搬

性，再現性，入力振動数に着目して小型起振器を開発した。

次に，土留めの健全度と振動特性の関連性を把握するため

に，開発した小型起振器を用いた土留めの模型実験を実

施し，土留めの健全度と振動特性に相関性があることが分

かった。以上の結果を基に，土留めの安定性に係わる健全

度診断法を開発し，既設土留めに適用した結果，土留めの

健全度を定量的に評価できることが分かった。
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